
文献挙示のくソシオロゴス方式〉（1983.6）

ソシォロゴス編集委員会

読者各位
『ソシオロゴス』６号(1982)で公示したとおり，ソシオロゴス編集委員会は，文献挙示のための独自

の書式（＝＜ソシオロゴス方式＞）を制定するために，1982年７月１日，碗文献挙示方式案作成のための
小委員会（略称：文献小委員会）”を発足させた。この文献小委員会は，編集委員２名および読者有志４
名により構成された。
同小委員会は，検討の結果，このほどくソシオロゴス方式＞の案を取りまとめ，編集委員会に答申した。
編集委員会は，これを適当と認め，以下にその全文を掲載する。そして，これを，『ソシオロゴス』所定
の文献挙示・引用の方式のガイドラインとして，次号より採用する。ありうべき欠陥に対して，読者諸賢
の指摘をもとに，より優れた方式に改善したい。
編集委員会は，＜ソシオロゴス方式＞を普及させ，文献の引用・記載に関する学界の理解を深めたい。
読者諸賢がこのくソシオロゴス方式＞を，あらゆる機会に活用することを希望する。

べ<合理的なものを作ることである。理由のな
い不合理な慣習は排除しなければならない。文
献の挙示が不完全なもの，コンパクトでないも
のは不合理である。
文献の挙示が不完全なものとは，どの版を使
ったか明らかでないものとか，巻号表示のない
ものなどである。つまり，必要な情報が十分に
記載されていないものをいう。このような場合，
学説の展開や，それに対する意見の関係が不明
瞭になり，また，文献探索も困難になる。文献
挙示は完全にしなければならない。
文献挙示がコンパクトでない代表例はjbid.,
op.c".の使用である。これは，どの文献を指
示しているかわかりにくく，誤解や混乱をまね
く。スペースを大幅に取るわりに，能率の悪い
挙示方式である。
完全性とコンパクト性一この２つは両立し
にくいが，出来る限りこの２つの条件を満たす
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以下で定めるのは，社会（科）学の専門的な
論文・著書等に文献を附す際の書式の規則（文
献挙示方式）である。この規則を<ソシオロゴ
ス方式＞と名づける。
文献挙示は，非常に重要であるが，社会(科）

学においては統一的な書式がなかった。どのよ
うな書式を採用するかは各自の経験にゆだねら
れており，各学問領域の慣習も非常に異なって
いる。このような事態は，学問分野間の交流の
障害となる。そこで，社会（科）学における統
一的な文献挙示方式が必要となる。

統一化をはかる時に最も大切なことは，なる
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ものを作るべきである。
ここで図書館学の蓄積も参考になるが，図書

館学は，情報を整理・分類して利用者に提供す
るための方法を研究する。一方，文献挙示は，
論文，著書の中で，その論拠を明らかにするも
のである。後者は，今まであまり検討されてい
なかった。
そこで我々は合理的な文献挙示方式を考案す
るために，既存の書誌法の調査，読者へのアン
ケート，橋爪案（橋爪〔１９８１〕）の検討，専門
家への問いあわせ，などを行なった。そして得
られた規則を以下に掲げる。
＜ソシオロゴス方式＞は次の３つの部分から

成る。l .文献記述規則, I .文献参照規則，
Ⅲ、文献配列規則,である。ただし,Iだけを
採用することもできるし,Iを前提としてＩを
用いることもできる。なお,１,mはいわゆる
ハーヴァード方式に準ずるものである。
文献記述規則は，文献に関する研究上必要な

情報を残らず記述するために必要な規則である。
このうちのいくつかの情報が欠けると，研究に
支障をきたしてしまう。
文献参照規則は，論文内のどこかに文献が記
載されていることを前提として，それを参照す
る場合に用いる「簡略形」を定める。これは，
基本的には著書名・出版年の２つを標目とし，
文献記述規則と一体になって機能する。
文献配列規則は，文献表の作り方のことであ
る。文献表は，論文のなかにどのような文献が
引用されているかが一覧できるので便利である。
文献表を作らない場合，文献の挙示は註のなか

に行なわれることになり，文献の一覧性が損わ
れて参照が煩雑になってしまう。それゆえくソ
シオロゴス方式＞は，論文・単行書の末尾に，
註とは独立に文献表を作るものとする。
各々の規則は，本則，細則，細々則の３つに
よって構成される。
本則では，規則の骨格を簡潔な例によって示
す。これを見るだけで文献の記載法の概略がわ
かるはずである。
細則は本則の説明となっている。これは，文
献の個々の内容，たとえば著者項目や表題項目，
について記したものである。これは，すべての
場合を尽くしてはいないが，ほとんどのケース
をカヴァーするはずである。疑問の点はまずこ
こで確かめていただきたい。本則の中に，対応
する細則の番号が書きこんであるものは，本則
から引いてみることもできる。
細々則は細則を補うものである。使うケース
は少ないと思われるが，完全を期するために附
した。規則を挙げたものもあるし，規則の所在
を示したものもある。細々則は，そのすべてを
挙げると膨大になるため，今回は重要な細々則
だけを記した。読者からの問いあわせがあれば，
具体的にその都度検討していくべきである。検
討によって規則が追加された場合には，編集委
員会の責任で記録・累積し，一般の利用に供し
なければならない。
なお，本則は枠で囲い，細則は１．２，細々則

は１“21のように示して区別した。また，‘雪印
は詳細な付則の存在を示すので，編集委員会に
問いあわせていただきたい。
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Ｉ文献記述規則個々の文献について完全な記述を与える場合の規則

1.2（書麓要素）文献の記述に必要な書誌要素を，次のグループにわける。
①著者事項著者名／編者名／訳者名
②標題事項書名／論文題名／誌名／版表示
③出版事項出版年／出版者／出版地／巻号表示／はじめの頁とおわりの頁
④追加要素事項入手方法その他

1..21（書賎要素の求め方）単行書の著編者名，標題などの書誌要素は，機関紙または奥付などから求める。
雑誌の誌名，巻号数などの書誌要素は，表紙およびマストヘッドなどから求める。
詳細は図書館学の慣行（日本目録規則，丸山(ed.)[1967]など）に従う。‘霊

1.22（言語および文字）文献に用いられている言語および文字は，そのまま表記することを原則とする。

1..221（標題事項の欧語訳）邦文文献を欧文著作において挙示する際，ローマ字化を行なう場合は，標題事項の欧語訳を
括弧に入れて付記する。（ｰ1..413）
【付則】ローマ字化にあたっては，へボン式表記を用いる。（1983-6-1）
例 :Ta k a t a , Ya s um a l９２２Sh a k a i g a k u G a i r o r L (型 _型竺g聖g且g且

toSoc i o l o g y ) , To k y o , I w a n am i Sho t e n .

1..23（不明な書誌要素）必ず記入すべき書誌要素の全部または一部がどうしても判明しないときは，後の記入を可能とす
るよう適当な空白をあけておく。その際，“，”や“。”などの記号を残して，空白を区画する。壷
例：『中央公論』１０-：。（号数，頁数不明）

『社会学概説』，東京，。（出版者不明）

1 . 3著者事項

1.31（著者名の記載順序）著者名は，姓，名の順に記載する。

1.311（欧文著者名）欧文著者名は，姓のあとにコンマ（，）をいれ，名を記載する。

1.3111名前は，頭文字などに省略しないで，判明する限り記載することが望ましい。

1“3112（姓／名の判別）姓と名との判別が微妙な場合については，慣用に従う。‘蚕
【付則】丸山(ed.)[1967:70-91]を慣用の基準とする。(1983-6-1)

1.312（邦文共著者名の記載）邦文著者が２名以上の場合は，中点（・）で区切り列記する。

-２０２-
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誉者名／出版年／題名／誌名／巻号表示，の順左基本

司田保馬・新明正道・尾高邦雄１９
／論』１-４(4)：79-104.

人釘2ノ バムヲ"クク 、/,釘

の立場」．|｢社全

1.3121（３名以上の邦文共著者名の略記）３名以上の場合，先頭の１人を記載し，その他の著者を､､ほか"､､他”と略記す
ることもみとめる。
例：高田保馬・新明正道・尾高邦雄

高田保馬ほか
高田保馬他

1..3122（姓／名の識別のためのブランク）姓／名を識別のために，姓と名との間にブランクを作ることが望ましい。

1.313（欧文共著者名の記戦）欧文著者が２名以上の場合は，セミコロン（；）で区切り列記することを原則とする。

1.3131（３名以上の欧文共著者名の略記）
ともみとめる。
例 :Me r t o n , R o b e r t K . e t a l .

3名以上の場合，先頭の１人を記載し，その他の著者を《《etal.''と略記するこ

1.3132（２名だけの欧文共著者名の記載）２名の著者に限っては，セミコロン（；）のかわりに‘､＆”を用いることもみと
める。
例:Pa r sons , Ta l c o t t ; Sme l s e r,Ne i l J .

Parsons,Talcott&Smelser,Nei lJ .

1..3133（仏文，独文，西文文献の２名だけの共著者名の記載）仏文，独文，西文，…の文献の著者については，、‘＆”の
かわりに《､et'',､､und'',<､y'',…を用いることもみとめる。．

1.314（編者名の記載）編者は著者の一種とみなし，役割表示‘,(ed.)''を付けて記載する。

1.3141（複数の編者名の記載）編者が複数の場合には,"(eds.)''を付ける。

1.3142（邦文文献の編者名の記載）邦文文献では,"(ed.)(eds.)''のかわりに､｡(編)"としてよい。
例：喜多野清一・岡田謙（編）１９５９『家一その構造分析一』，創文社。

1..3143（監修者名・校閲者名などの記載）「監修」「校閲」などの特殊な役割表示があれば，それをかわりに記載してかま
わない。一
例：戸田貞三・鈴木榮太郎(監修）１９３９『家族と村落第一輯』，日光書院。

1“3144（事実上の編者名の記載）「訳」などと役割表示があっても，事実上の編者であると判定できる場合には,(ed.)
と記載してかまわない。

1.32（団体著者名）その文献の著作に責任のある機関の名称を，団体著者名とする。

-２０３-



喜者名／出版年／書名／出版者，の順を基本目

= 1 . G e o r q l 8 9 0 U b e r S o c l a L e D ユ エ エ e r e n z l e x u l l g

っ c i o l o q i s c h e u n d t ' s y c n o L o g l s c n e
:】Ｌ【．可Ｐ、．ＤｕｎＫｅ

1.321（上位機関の記載）機関の識別が上位機関によってなされるときは，それを先に記載し，次に著作にあたった機関名
を記載する。
例：東京大学新聞研究所

CarnegieEndowmentfOrInternationalPeace,DivisonofEconomicandHistory

1.322（上位機関名の省略）上位機関が文献に記載されていても，周知のものは直接その機関名を記載する。-
例：統計数理研究所（文部省は不要）

社会保障研究所（厚生省は不要）
WHO(UnitedNations,WHOとはしない）

1.323（機関名の省略）機関名は省略しないことを原則とするが，広く通用するものに限り略称の使用を認める。壷
例：UnesＣＯ

Ｃ.Ｏ,Ｒ,Ｅ，

1“324（同一名称の機関の識別）同一名称を有する機関は，所在地によって識別する。
例:NationallnstituteofHealth(Tokyo)

NationallnstitutesofHealth(Bethesda,Maryland)

1”325機関名の先頭につく冠詞，法人の種類を示す語（財団法人，株式会社,Publisher,andCompany,……）は原則
として省く。

1..33（中国語名・ロシア語名などの翻字化）中国語名，ロシア語名などは必要に応じて，ローマ字で翻字を付すことがで
きる。‘霊
例：毛澤東(Mao , Ts6 - t u ng )

ハeHMH,B､ﾉ1a4HMHpl/IJLHq.(Lenin,VladimirIl'ich)

1 . 4標題事項

1.41（標題）論文名，書名などの標題は,原文献に記されているとおりに記載する。

1.411（副標題）副標題は，邦文であれば｡｡-”線で囲み，欧文であればコロン､《：'，で区切って記載する。

1.412欧文の標題の大文字の使用は原文の言語の慣習に従う。-

1”413（欧文著作に挙示する邦文文献）欧文著作に邦文文献を挙示するとき，欧文標題が併記されているときにはこれを附
記し，併記されていないときには翻訳を附記する。（ｰ１“２１）

-２０４-



１．１４欧文論文書誌記述は，著者名／出版年／題名／誌名／巻号表示，の順を基本記入とする。

P a r s o n s , T a l c o t t l 9 4 2 1 ' A g e a n d S e x i n t h e S o c i a l S t r u c -
／
／､３/〃 t u r e o f t h e U n i t e d S t a t e s " , A m e r i -

-

/ < 狸 一 C a n S o c i o l o g i c a l R e v i e w 7-5:604-616．
/‘金

例:"Hi-kindaiseitoH6kensei(TraditionalismandFeudalism)"(併記のあるとき）
"ShakaigakuGairon"(AnlntroductiontoSociology)(併記のないとき）

1.42（詫名）誌名は，原則として省略せず，完全な誌名を記載する。（ｰ３"１５）

1.421（欧文誌名記述の大文字使用法）欧文誌名記述の大文字使用法は，冠詞，接続詞，前置詞を除く各字の初字を大文字
とする。ただし，誌名の初語の文字は常に大文字とする。
例 : L ' H omme

(誌名たることを示すtheは省略）AmeriCanSociologicalReview

’

1“422（邦文詫名の欧文著作への挙示）邦文誌名を欧文著作に挙示するときは，原則としてローマ字化書きとする。欧文誌
名をもつものは必要があれば丸括弧に入れてローマ字化誌名のあとに附記する。欧文誌名をもたないものに欧訳誌名を
付してはならない。(L→1..221付則）

1“423（分冊に独自の誌名を持つ雑詫の記載）雑誌が，部(section),編(sub-section)にわけて発行され，
（および番号）をもつときには，共通誌名につづけてそれらを記載する。
例：『埼玉大学紀要』（社会科学篇）

SocialScience&Medicine(PartAMedicalSociology)

独自の誌名

Ｕ

ｌ
SocialScience＆Medicine (PartBAnthropology)

1..424同一誌名をもつものがある場合，出版者，出版地等を丸括弧に入れて付記することが望ましい。
例:EconomicReview(FederalReserveo彊Dallas)

EconomicReview(FederalReserveo歪Richmond)

1.425（特殊な省略形の禁止）「本誌」「同誌」"thisjournal''などの特殊な省略形を使ってはならない。

1”４３とくに必要のある場合は，標題事項を著者事項のかわりに標目に掲げることができる。
例：『法社会学講座』（全10巻）1972-1973川島武宣(編），岩波書店。

1 . 5 版 次

1.51（版表示）版の表示は，文献に記載されているとおりに記載する。壷
例 ： 第 ２ 版 新 版 改 訂 版 増 訂 版

2nded.3rded.Rev・ｅｄ、３.ｅｄ，３.Aufl-

1.52（新版と原著の別箇挙示）新版と原著を独立の文献とみなす場合には，別箇に挙示する。

-２０５-
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1.15翻訳単行害書誌記述は，原著作の記入／翻訳表示記号（＝）／翻訳出版年／訳者名／翻訳書名／
翻訳出版者，の順を基本記入とする。

delam6thodesocio logi -Durkhe加,imi le l895 r e g l e sL e s

gllg,FelixA1ca,"197g&妄島喬訳,『社II",メ『／
会学的方法の規準」（岩波文庫），岩波書店。

1.16翻訳論文書誌記述は，原著作の記入／翻訳表示記号(＝）／翻訳出版年／訳者名／翻訳題名／翻
訳収誌名／巻号表示，の順を基本記入とする。

W e b e r , M a x l 9 0 6 ' ! , , K i r c h e n ' ' u n d , , S e k t e n ' ! i n N o r d a m e ] r i k a :
e i n e k i r c h e n - u n d s o z i a l p o l i t i s c h e S k i z z e

． . _ _ _一 ( 1 ) ( 2 ) ' ' , C h r i s t l i c h eW e l t 2 0 - 2 4 : 5 5 8 - 5 6 2 ;ﾒも92-(1)
/２０-２５:５７７-５８３．=1９６６安藤英治訳，「アメリカ合衆

A684国における”教会”と､《セクト”」，「政治経済論叢』（成腰大

学 ） １ ６ - ３ : 4 6 9 - 4 8 7 。 ／メ.α４

1935『祗會學原論』，弘文堂書房。
1940『改訂吐會學原論』，弘文堂書房。

例 ： 松 本 潤 一 郎

1.53（改版記述）新版を，原著の改訂として表現するときには，次の改版記述を行なう。
例：松本潤一郎１９３５『祗會學原論』，弘文堂書房。→１９４０改訂。

1.531標題事項，出版事項に変更があった場合は，改版記述に記載する。
例：秋元波留夫１９３５『失行症」，金原商店。→1976東京大学出版会。

1.532（複製，合集への収載）複製（複刻），合集への収載についても，改訂と同様に扱う。
例 : P a r s o n s , T a l c o t t l 9 5 2 ! ' T h e S u p e r e g o a n d T h e o r y o f S o c i a l

SYs t emS ' ' , P s y ch i a t r y _ 15 - 1 : 15 - 24．→
LeonH．(ed．)Ta l co t tPa r-1982MayheW,

ｓｏｎｓｏｎ工ns t i t u t i o n s a n dSo c i a l E v o JUセユｏｎ

:SelectedWriセユngs:１２９-１４４,Unﾕversity
■

o f C h i . c a g o P r e s s .

1 . 533（手稿を印刷したものの記載）手稿を後年印刷に付した場合は，推定執筆年を原著の出版年とみたてて記載してもよ
い。

, (MS) .
７６懲本
'全集８)，

例:W i t t gens t e i n , L udw i g l９３６-1９４９
→ 1 9 5 3 B a s i l B l a c k w e l l . = 1 9 7 6 I

隆志訳，『哲学探究』（ウイトケンシユタイン全集
大修館書店。
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1.17邦文合集合集の一論文を記述する場合，書誌記述は，論文の記入／合集の記入十分出表示,の順
を基本記入とする。

/I､314川島武宣１９７２「「法」の社会学理論の基礎づけ」，川島武宣(ed.)『法社会学の基
礎２』（法社会学講座４）：鯉ﾐ篭表鬘波書店。

／
／・も7

1.18欧文合集基本記入は，１．１７と同じ。

縦.…Ⅷ＝Pa r s o n s , T a l c o t t l 9 5 9 ' ' G e n e r a l T h e o r

t o n , R o b e r t K . ; B r o o m , L e o n a r d ; C o t -

己 」〃上ｅＯｎａｒＣ

型且三里昌一迦檸g亘理筐
ノヨ皿Ｉ

1 . 6出版事項

1．６１（出版年）出版年は，原著初出の年次とする。

1.611（出版年の記載）出版年の記載は，西暦で統一し，アラビア数字で記載する。(L､1.X3)

1.612（間獣的に出版された文献）間歌的に出版された文献は，出版年を／で切って記載する。
例：1956／1959

1.613（継続的に出版された文献）継続的に出版された文献は，出版年を-で結んで記載する。壷
例：1968-1973（完結の場合）

1 9 6 8 - （刊行中の場合）

１-６２出版年が確定できないときは，推定記号を付する。
例：ｃ,１９６８

1”６３出版年が推定できないときは,[n.d.]と記す。
例 : [ n . d . ]

1.64（同一の出版年の文献）同一の出版年の文献は，枝番a,b,c,…を付して区別する。
例:1968a,1968b,1968c

’

1．６５（出版者）出版者は団体著作者の記載方法に準じて記載する。

1.651（出版者の省略）出版者が，団体著作者あるいは標題の一部として記載されているときには，省略してもかまわない。

-２０７-



1.652（出版者の略記）出版者の記載には，特定の略号を用いることができる。
【付則】丸山(ed.)[1967:207-214]に掲載されている出版者に限り，掲載されている形での略号の使用を認める。

（1983-6-1）
例:Geo.rgeAl len&UnwinLtd. ->G.Al len&Unwin

HowardAllen,Inc.-÷Ｈ・Allen

1.66（出版地）出版地を記載する場合は，出版者の存在する都市名を，文献に記載されているとおりに記載する。

1.661（出版地の略記）所定の場合，出版地の記載を省略することができる。壷
【付則】次のいずれにも掲載されていない出版者は，その出版地を省略できない：『出版年鑑1983年版』，出版

Pu b l i s h e r s 'ニュース社；『日本書籍総目録1983年版（索引編）』，日本書籍出版協会；
ｗｉｔh l S BN I n d e x ( 9 t h . e d i t i o n ) ( 2 v o l s . ) ,I n t e r n a t i o n a l D i r e c t Q Z ■ ■ ■ ■ ア ー 一

1 9 8 2 , M i i n c h e n , K . G . S a u r . （1983-6-1）

1.662（出版地が複数の場合）出版地が複数の場合には，主要なもの，さもなければ，最初に記されているものを記載する。

1..663（同名の都市名の区別）同名の都市名は，コンマ（，）で区切って国，州，県名等を附記する。
例:London ,Onta l io

Alexandria,Egypt
Alexandria,Va.

1.67（雑誌の巻号表示）雑誌の巻号表示は，アラビア数字で統一する。
例 ： １ ０ 巻 ４ 号 １ ０ - ４

V o l u m e l O , N u m b e r 4 1 0 - 4
Vo l u m e l O , S u p p l e m e n t l l O - S u p p l . 1
I s s u e l l

1.671（年（または月，月日）しか表示のない雑誌の場合）巻数に代えて年号しか用いられていない場合は，その年号を記
載する。号数に代えて月または月日しか用いられていない場合は，そのとおり記載する。（出版年月とずれる場合もあ
るので注意せよ｡)
例 : M a y l 9 7 5 1975-May

M a y 2 5 1 9 7 5 1 9 7 5 - M a y 2 5

1.672（通巻号数）通巻号数が別に表示されているときには，丸括弧にいれて附記する。
例：１０巻４号（通巻40号）１０-４（40）

1.673（合併号）合併号は，中点（・）で結んで表記する。
例：１０巻３，４合併号１０-３．４

1.68（頁の表示）頁の表示は，コロン（：），はじめの頁，ハイフン（-)，おわりの頁，ピリオドの順に記載する。
例：：1231-1243.

1.681（不連続な頁の表示）頁が連続していないときには，次のように記載する。
例：：15-20,22,24-29.

-２０８-



1.682（二系統の頁づけの表示）通巻頁と各号頁との二系統の表示がある場合は，通巻頁を表示することを原則とする。

1.6821号数を表示した場合にかぎり，通巻頁のかわりに各号頁を表示することも認める。

1“683（章ごとに分離した頁づけの場合）頁づけが章ごとにわかれているときは，章番号を頁のまえに記し，区分記号とし
て中点（・）を用いる。
例：：1０．６１-１０．６７．

1.684（連載）連載された文献は，次のように表示する。
例：１０-３：172-180；１０-４：10-19；１０-６:132-147

1.685（合集の分出表示）頁表示に続けて出版者等の記載をする場合は，ピリオド（．）をコンマ（，）に代えることができ
る。

1.69（シリーズ標題）文献がシリーズ標題をもっているときは，シリーズ標題と巻数・号数等を丸括弧に入れて標題の直
後に記載する。
例：『法社会学の基礎２』（法社会学講座４）

1.691（分冊）文献が分冊されているときは，冊数を丸括弧にいれて標題の末尾に記載する。
例：『経済学新講』（全５巻）

1.692（通し番号）文献が通し番号を持っている場合，次のように標題の末尾に記す。
例：「社会学研究の手引き（１）～（12)」

1.7追加要素事項

1..71（入手が困難な文献）レポート，学位論文，プレプリント等入手がとくに困難な文献については，入手先を記載する
ことが望ましい。
例:Avai lab lefromUnivers i tyMcrof i lmsInternat ional ,0rderNo.74-222.

preprint,avai lableinEngl ishasSLACTrans.-183.
東京大学大学院社会学研究科修士論文（文学部社会学研究室在）。

１．．７１１レポート，プレプリントに番号が付与されている場合には，番号の記載が必須である。

1..712（発表予定の論文）後日論文の発表が予定されている場合には，その会議名や文献の標題をも記載する。

1.713投稿中の論文で掲載が決定している場合は，次のように記載する。
例 ： 『 ソ シ オ ロ ゴ ス 』 掲 載 予 定 （ 邦 文 ）

tobepublishedinSociologos （欧文）

1.714巻数，号数，発行年等が確定していれば，それも記載する。

1.715投稿中の論文で掲載が未定の場合，次のように記載する。
例：『ソシオロゴス』投稿中（邦文）

-２０９-
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（欧文）submittedtoSociologoS-

1.72（非公表論文）配布先が特定の個人，団体であるか，公表を意図しない場合は，「（私信）」，､､(privatecoImmuni-
cati｡n)",｢(未発表)｣,"(unpublished)",｢(手稿)｣,"(MS)"などの語を付して明記する。

1.8翻訳表示

1.81（翻訳表示の位置）翻訳表示は，原著作の基本記入につづけて記載し，イコール（＝）で結ぶ。

1.82（翻訳の出版年表示の位置）翻訳表示の先頭に，翻訳文献の出版年を記載する。

1.821（翻訳の出版年表示）出版年の記載については，原書出版年の規定（1.61-1.64）を準用する。

1.83（訳者）訳者は，翻訳文献の著作上の責任者をいい，記載にあたっては著者の規定（1.31-1.325）を準用する｡

1.831訳者名につづけて，「訳」,<@(tr.)' ' ,(複数の場合は(trs.))などの役割表示を記する。

1.832「監訳」「部分訳」などと記されてあれば，そのまま記載する。

1.833翻訳が原著の部分訳であることが明らかであれば，「抄訳」と記載することが望ましい。

1.84翻訳文献の標題以下の記載も，原著論文の場合の規定をすべて準用する。

1”8５（重訳）重訳は，翻訳表示を重ねて記載して表現する。
例 : P a r e t o , V i l f r e d o l 9 1 6 TJ r a t t o d i S o c i o l o g i a g e n e r a l e , B a r b e r a . = 1 9 3 5

B o n g i o r n o , A n d r e w& L i v i n g s t o n , A r t h u r ( t r s . )
T h eM i n d a n d S o c i e t y , H a r c o u r t．=1 9 3 7戸田武雄

抄訳，『歴史と吐會均衡』（現代思想全書ll),三笠井腸。

1..851同一原著に対する，異なる言語の翻訳は，別箇の文献として記載する。

1..852同一原著に対する，同一言語の翻訳は別箇に記載しなくてよい。

1.9非文献的資料

1.91（非文献的資料の表記）非文献的資料のとり扱いについては，慣用に準ずる。壷
【付則】地図資料，点字資料，録音資料，映像資料，マイクロ資料の記載については，「日本目録規則新版予備版」

にしたがう。（『図書館雑誌』75-3:136-139;75-8:476-477;76-3:168-170;76-12:817･=820;
７７-３：168-170.）（1983-6-1）

1.Ｘ縦書き規則

1.X1(最小限の縦書き）横書きの文献記載が認められず，やむをえない場合には，文献記載を縦書きとすることができる。

-２１０-



’

1.X2(縦書きを認められる範囲）縦書きとする範囲は，邦文文献，邦訳文献のすべて，またそれだけ，とする。’

1.X3縦書きに際しては，アラビア数字を漢数字におきかえ，また記号一覧に示す必要最小限の変更を認める。
１ → Ｉ ３ → ’ 1 １ ５ → 用 ７ → 羊 ９ → ｆ ミ ； → 、 、 → ｏ
２ → １ １ ４ → 目 ６ → １ 〈 ８ → ＜ １ ０ → 十 ， → ′

例：『弾<N珊朧鱸』I I I -111 : l l○- l l l l l ､ l l l一日:111 -1図。

1.X4(出版年の枝番）出版年の枝番(a,b,c…）は，もとのままである。

Ｉ文献参照規則すでに記載された文献の引用・言及のための規則

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ D u r k n e
-)1]γｋｈＰ

｜

2.2（文献の参照）記載された文献を参照するには，著者名と出版年を標目とする。
例：･･･…とのべる論者も多い(L'Parsons[1952])。｜

Ｉ

’ 2.21（著者名）著者名は，混乱のおそれがなければ，姓のみを記する。
’

2.22（改訂された文献）改訂された文献については次のように記す。
例：松本〔1935→1940〕

2.23（翻眼文献）翻訳文献については次のように記す。
例:Durkhe im[1895=1978] Pareto[1916=1935=1937](重訳）

１

１

１

１

１

１

2.24（同一著者の文献の列記）同一著者の文献を列記するときには，出版年を列記する。
例：高田〔1922〕〔1937〕，高田ほか〔1951〕

2.3（頁）
例：

記載された文献の頁数を指示する場合には，出版年と頁数とをコロン（：）で区切る。
L&vi-Strauss[1962=1976:45]
L&vi-Strauss[1962:35=1976:45]
Lgvi-Strauss[1949=1977(上):151:
L5vi-Strauss[1949→ユ967=1977(上):15]

’

｜

2.31（複数の頁にわたる言及・引用）指示が何頁かにわたるときには，1.68-1.684の規定を準用する。

2..311当該頁と次項，当該頁以下数頁を示すのに,f,ffを用いてもよい。
’

｜

-２１１-
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Ｉ

例：丸山(ed.)[1967:207ff]

2"3２（行数）文献の頁数を指示し，さらに行数を指示するときには，セミコロン（；）で区切った上，次のように記す。
例：高田〔1922：１５；15行目〕高田〔1922：１５；15-17行目〕

L5vi-Strauss[1949:13;LL10-15]

2.4（章・節）文献の章・節など１部分を指示するときには，出版年と章，節番号とをコロン（：）で区切る。
例：高田〔1922：第１章第２節〕

Ｌさvi-Strauss[1949:ch. l ]

2.5（引用注記）著作中に，他の文献からの引用を行なう場合は，引用符号の直後に，かならず該当頁を含む引用注記を付
さなければならない。
例：……である｡」（高田〔1922:106〕）とのべている。また……

2.6文献の参照，言及，引用のすべてにわたり,q､#6fd. ' ' ,､mop.c" . ' ' ,「前掲書」「上掲論文」「拙稿」などの形式の注記
をみとめない。

2..7（縦書き規則）文献参照に際しても，文献記述と同様の縦書き規則が成立する。
例：｜嘔田〔Ｉ長ｌｌｌｌ：’○1<〕

Ⅲ文献配列規則個々の文献記述を配列して文献表を作る規則

3 . 1文献表

例： 文 献

秋元波留夫１９３５『失行症』，金原商店。→ユ976東京大学出版会。

.._sQEiOlOgique,FelixAlcan．＝1978ｅｓｒさgelsdelamgthode〆

D u r k h e i m , E m i l e l 8 9 5

宮島喬訳，『社会的方法の規準』（岩波文庫），岩波書店。

１９５９『近代社会と法」，岩波書店。

ｌ９７２ａ「「法」の概念を問題にすることの意義」，川島（ｅｄ.)[1972a:155-エ５８．］o

l972b「「法」に関する既存の概念構成に関する若干のコメント」，川島(ed.) [1972a:171-176.
１９８１-『川島武宣著作集』（全１１巻),岩波害店。

(ｅｄ.）ｌ９７２ａ『法社会学の基礎ユ』（法社会学講座3),岩波書店。

(ｅｄ．）１９７２ｂ『法社会学の基礎２』（法社会学講座４），岩波書店。
'1冥員.C1a'1del949Lesstructureselementairesdelapare畦皇，presses

川 島 武 宣

ー一一 一 ̅ 一 一 一 一 一 一 ̅ 一 ４ フ。 上 一 リノ １ １ 画 風 星 _ 召 Ｉ 卜 禾 』 、 エ 士 士 ＝ ノ リ 礼 ． ｕ Ｘ ｐ Ｊ ｐ ｏ

川島武宣（ｅｄ.）ｌ９７２ａ『法社会学の基礎ユ』（法社会学講座3 ) ,岩波書店。
イー門１１ｑフフ1-、『津ﾈ+今堂の某懸２』（注社会学講座４）．岩波書店。

L色vi-Strauss，Ｃｌａｕｄｅｌ９４９ＬｅｓｓｔｴUctures
ｕｎｉｖｅｒｓｉｔａｉｒｅｓｄｅＦｒａｎｃｅ・→19672eed.,Mouton．＝１９６９Ｂｅｌｌ，

TｈｅＥｌｅｍｅｎｔａｒｖＳｔｒｕｃ-』 .Ｈ・；vonS t r ume r，Ｊ､Ｒ・ ;Needham ,R . ( t r s . )
ｔｕｒｅｓｏｆＫｉｎｓｈｉｐ，ＢｅａｃｏｎＰｒｅｓｓ．

i親族の基本構造（上）（ド）』，番町I#房。，

Ｓｏｃｉｏｌｏｑｖ１'，Ｍｅｒｔｏｎ，ＲｏｂｅｒｔＫ．；

-１９４９→１９６７＝１９７７馬淵東一・旧島節夫訳，Ｉ親族の麩本砺這ｌ

P a r s o n s , Ta l c o t t l 9 5 9 ' ' G e n e r a l T h e o r y i n S o c i o l o g y ' ' ,
Leonard;Cottrel ,LeonardS・Ｕｒ．（ｅｄｓ．）
1emsandP rOspec t a : 7 - 38 ,Ha r p e r.

ＢｒＯｏｍＦ

ＳｏｃｉｏｌｏｑｖＴｏｄａｖｌ：Ｐｒｏｂ-

g g h e = = ユ ー ー ー - - ー ーヨＤユエエ
ー

ｄ ｅ ｎ ･ 田

Ｓｉｍｍｅユ，Ｇｅｏｒｇ
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３．１１（文献表の構成）文献表は，各文献の標目のABC順の配列により構成する。

3.111（同一著者）同一著者については，個人著作一個人編著作一共同著作一共同編著作，の順に配列する。

3.1111（共同著作）共同著作は，共著者のいかんにかかわらず出版年順に配列する。共同編著作も同様とする。

3.112（同一標目）同一標目については，出版年順に配列する。

3.1121数年にまたがる出版年の著作は，初出の出版年の位置に配列する。

’
1

3.113同一標目・同一出版年の著作は，枝番の順に配列する。 ゞ3.1131[n.d.〕は，当該標目の末尾に配列する。

3.12邦人名は，ローマ字表記の相当位置に配列する。
【付則】ローマ字化にあたっては，ヘボン式表記を用いる。（1983-6-1）

3.13文献表のはじめには，「文献」，「文献表」,"Bibliography''などと記す。

3.131引用文献，参照文献などに限定した文献表については，「引用文献」,､､References''などと記してよい。
｜

3.14少数の同一著者の多数の著作を配列するときには，表の全体を次のように構成してもよい。
／例:Durkhe im ,Em i l e

1895聖ｐｓｒさglesdelam&thodesocio1○giqe,F41ixA1can〆

18971Je_suicide:etudedesociologique,F&lixAlcan.
1922EdUCationetsOciologique,F色lixA1can.

ｌ

ｉ
ｌ

川島武宣
１９５９『近代社会と法』，岩波書店。
1972a「「法」の概念を問題にすることの意義」，川島武宣(ed.)『法社会学の基礎１』（法社会学講座３)

：ｌ５５-ユ５８，岩波書店。
１９７２b「「法」に関する既存の概念構成に対する若干のコメント」，川島武宣(ed)『法社会学の基礎１』

（法社会学講座３):１７１-１７６,岩波書店。
ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

-

3..15（誌名の省略形）文献中に頻出する誌名に限り，省略形を用いてもよい。省略の仕方は慣用にしたがい，かならず文献
表の先頭に例示を掲げる。
例： B i b l i o g r a p h y

Abbreviat ions;上里:SmericanJournalofSocｉＯlOgy
-

旦墾:AmericanSoc土O1o9icalReview-
-

P a r s o n s , m l a l c o t t l 9 4 2 ' ' A g e a n d S e x i n t h e S o c i a l S t r u c t u r e ｏ造

theUn i t e dS t a t e s " , _塑旦-7 -5 : 604 - 616 .
１

１

１

-２１３-１

１
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使用記号一覧
「」邦文論文名（ ｰ １ ．２）
『』邦文書名，誌名（ ｰ１．１）

欧文論文名（ｰ１．４）唾 ”

イタリック欧文書名，誌名（ｰ１．３）

②はじめの頁とおわりの頁とを区切る。
③はじめの出版年とおわりの出版年とを区切る。
同一レベルの書誌記述を区切る。（ｰ1.313,
1.684）

①著者の姓名を転置して区切る。
②書誌要素間（書名と出版者と，…）を区切る。
（ｰ1.685）
①書誌記述の終了
②原著記述と改版記述とを区切る。
③原著記述と翻訳記述とを区切る。
④頁の表示の終了

邦文文献でDq81"のかわりに用いてよい。
邦文文献で，、､．”のかわりに用いてよい。
欧文文献で，２名の著者を連記する際，唾；”の
かわりに用いてよい。
邦文文献で，複数の著者を連記する際，“；”の
かわりに用いる。
改版表示
翻訳表示
参照表示
欧文文献で，３人以上の著者を連記するかわり
に用いてよい。（ｰ1.3131）
文献表において，同一著者の反復にかえて，用
いる。
連載の通し番号略記に用いる。
①出版年の区切りに用いる。
例：1971／1973
(cf、1971-1973では,1972にも出版され
ている。）

②縦書き邦文文献において,“；”のかわりに用
いる。（ｰ1.X3)

’

,

①叢書名，シリーズ名（書名の副記入）
②発行者（誌名の副記入）
例：政治経済論叢（成喫大学）
③編著作の表示
例：川島武宣(編）１９７２

Merton,R.K.etal.(eds.)1959
④通巻号数（巻号表示の副記入）
例：『社会学評論』１-４(4)
⑤版表示
例: (2nded . )
⑥分冊表示等（ｰ1.691f)
例：『道徳教育論（上)(下)』
⑦翻字表記に用いる。(L"1..33)
③翻訳記載に用いる。（ｰ1..413）
⑨その他補助記入の際に用いる。
出版年を囲んで，著作を示す。
同一出版年の著作の枝番
出版年不詳(nodate)

推定出版年
例：ｃ､１９５６

（） ，

Ｏ
Ｌ
“

．

’ａ

→
一
一
」
帥

、
１
口
二
，ｂ

ｄ

ｒ
｝
ａ
ｎ

一

Ｃ

①欧文書名（論文名）と副書名（副論文名）と
を区切る。
例：Structuralism：AReader

～

／

②雑誌の巻号表示と頁づけとを区切る。
例：『社会学評論』１-４(4):79-104
③書名と頁づけを区切る。(L'1.17f)
④出版年と頁づけとを区切る。
例:Simmel[1890:13]
邦文副書名，副論文名を示す。
①巻数と号数とを区切る。

注：書名，副書名等が元来含む諸記号は，そのまま用いるこ
とを原則とする。（ｰ1.41）’一一

’

い。その際，普及のため，「＜ソシオロゴス方
式＞による」と書き添えていただきたい。また，
他の雑誌・機関がこの方式の採用を検討される
場合は，必ず当委員会に相談されたい。諾の他，
この方式に関する意見，提案，問いあわせ等も，

あとがき
くソシオロゴス方式＞に関するあらゆる著作

上の権利は，ソシオロゴス編集委員会に属する。
ただし，研究者個人が通常の学術目的に供する
限り，この方式は任意に利用してさしつかえな

’
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当委員会へ寄せられたい。
最後に，この方式を制定するにあたって，長
澤雅男氏（東京大学教育学部教授），神崎満
里子氏（東京大学文学部社会学研究室嘱託），
日本図書館協会事務局ほかの方々に，資料提供
の便宜や助言をいただいたことを，記して感謝
したい。
なお『ソシオロゴス』の記事を，無断で複写
・転載することは禁じられております。当記事

の複写を御入用の向きは，ソシオロゴス編集委

員会まで御一報ください。有料で配布させてい
ただきます。

〒113東京都文京区本郷７-３-１
東京大学文学部社会学研究室気付

ソシオロゴス編集委員会
S０３-８１２-２１１１(代表）内線３８７７

文 献
科学技術庁振興局管理課情報室(ed.)1980『科学技術情報流通技術基準書誌的情報の記述』(SISTO2

-１９８０），日本科学技術情報センター。

丸山昭二郎(ed.)1967『洋書目録のつくり方』（シリーズ・図書館の仕事11),日本図書館協会。

丸山昭二郎・井上哲也(eds_)1970『洋書目録マニュアル』，日本図書館協会。
日本索引家協会(ed.)1980『書誌作成マニユアルー文献目録を作る人のために-」，日外アソシエーツ。
日本図書館協会目録委員会(ed.)1965『日本目録規則1965年版』，日本図書館協会。

(ed.)1971『日本目録規則1965年版追加規則および修正・増補事項』，日本図書館協会。

(ed.)1977『日本目録規則新版予備版』，日本図書館協会。

(そしおろごすへんしゅういいんかい）

Ｉ
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